
【東区賞】亀津小３年 若松 陽向

【山校区賞】山小６年 高野 麻理萌

【花徳校区賞】東天城中１年 土持 陽華

【母間校区賞】母間小２年 武田 紬愛

【中区賞】
亀津小４年 勇 旺範

【北区賞】
亀津中２年 中野 芽唯那

【亀徳校区賞】
亀津中３年 中島 菖

【神嶺校区賞】
神之嶺小５年 水野 栄治

【町民会議会長賞】亀津中２年 寺村 香花

広
報徳之島
Tokunoshima Town public relations

2 0 2 6

No.622
３

【手々校区賞】手々小６年 林 初香

【尾母校区賞】尾母小６年 奥 梨々花

【町民会議会長賞】亀津小１年 秋丸 凛衣

【町民会議会長賞】花徳小５年 坂本 みなみ

徳之島町青少年育成町民会議徳之島町青少年育成町民会議
地域の宝・子どもたちを、町ぐるみで守り育てる。特

集

令和７年度 青少年育成町民会議令和７年度 青少年育成町民会議
絵画コンクール受賞作品絵画コンクール受賞作品

早寝 ・ 早起き早寝 ・ 早起き
  ・ 朝ごはん  ・ 朝ごはん

テ
ー
マ

【南区賞】
亀津中２年 中野 咲絢
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家庭 ・ 学校 ・ 地域 ・ 行政が一体となり、 町ぐるみで子どもたちを育む 「徳之島町青少年

育成町民会議」。平成29年度の発足から、令和8年度でいよいよ活動10年目を迎えます。

大きな節目を前に、 改めて町民会議の役割とこれまでの取り組みをご紹介します。

地域の宝・子どもたちを、町ぐるみで守り育てる。特集

町内の子どもたちの健全な育成を図ることを目的とし
て、学校、家庭、地域社会、そして関係機関が連携し、さ
まざまな啓発活動や環境づくりを行っている組織です。 
　会議には、学校長代表やＰＴＡ代表をはじめ、警察、消防、
女性連、青年団などの関係機関・地域団体、そして当事者で
ある「高校生委員」など、さまざまな立場の大人と子ども総
勢約 60 名が参加しています 。

子どもたちを取り巻く社会
環境の浄化や、問題行動を防
ぐための啓発活動を担いま
す。情報化社会におけるス
マートフォン等の適正利用
の呼びかけや、犯罪の起きに
くい安全・安心な町づくり運
動等を行っています。

子どもたちの自発性や創
造性を尊重し、地域社会の
中で自主性や社会性を育む
活動を町ぐるみで推進しま
す。地域行事への参加促進
や、子どもたちが活躍でき
る居場所・出番づくり等を
行っています。

生き方の基本を学ぶ最も大
切な場である「家庭」の教育
力向上や、絆を深めるための
支援を推進します。「早寝・
早起き・朝ごはん」など基本
的生活習慣の定着や、読書環
境の充実を呼びかける活動
等を行っています。

より専門的・具体的な課題に取り組むため、会議内には以下の「３つの専門部会」が設置され
ており、それぞれの視点から子どもたちを見守っています 。

民会議での決定事項は、PTA、自治会、学校、警察などの委員が各所属
団体へ持ち帰り、実際の活動として「実践」します。また、各校区の「青

少年育成推進委員会」や「地区会議」とも連携し、地域ごとの独自の課題解決
にも取り組むことで、町ぐるみで子どもたちの成長を支えています。

～青少年育成町民会議とは？～

社会環境 部
会 青少年育成 部

会 家庭教育部
会

町

徳之島町青少年育成町民会議

令和４年度からは高校生委員も参加
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令和 7 年度最後の町民会議で、「読書活動の推進」「スマホ等の適切な使用」「地域行
事等への参加」など、令和 8 年度に実施する取り組みに向けた協議を行いました。

今後改めて町民の皆さまへお知らせいたします。
子どもたちのより良い成長のため、町民一丸となったご協力をお願いいたします。

町の青少年が抱える課題を子どもたち自身に考えても
らうとともに、町民への普及啓発のための絵画コンクー
ルを実施しています。「地域活動に参加しよう」「早寝・
早起き・朝ごはん」など、年度ごとに違ったテーマを設
定し、受賞作品はポスター掲示を行っています。

【「絵画コンクール」で各種啓発】

青少年育成町民会議のこれまでの取り組みの一部をご紹介します。【活動紹介】

これまでに様々なテーマで講演会を実施。直近では、
「健康被害とメディアの危険な関係」と題し専門家によ

る講演を行い、電子メディア機器が子どもに及ぼす大き
な悪影響や、リスクを理解したうえで機器を正しく使う
ことの重要性について学びの場を提供しました。

【様々なテーマで「講演会」を実施】

１年に１度、５月 30 日の「ごみゼロ」の日に伴い、
５月に町全体で一丸となり一斉ボランティア清掃を実施
しています。各集落単位で清掃活動を行うほか、毎年清
掃の重点地区を決定。町民会議の委員は重点地区での活
動に参加し清掃を行っています。

「わがまちふるさと一斉清掃」で環境美化

乳幼児検診時に配布している「ファーストブック」に
続く事業として、町内全小学校１年生を対象とした「セ
カンドブック」を配布しています。徳之島町立図書館の
館長おすすめの 20 冊の中から、子どもたちがそれぞれ
選んだ１冊をプレゼントしています。

【「セカンドブック事業」で読書推進】

令和8年度に向けて〜町民の皆様へのお願い〜
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町役場に報告に訪れた空手道部と町関係者 「はじめてのバイオリン」講座による舞台発表

１
月
20
日
、
町
役
場
で
徳
之
島
高
校

空
手
道
部
が
全
国
大
会
出
場
を
高
岡
町

長
へ
報
告
し
ま
し
た
。
同
部
は
12
月
に

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
45
回
全
九

州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会
」
に
出

場
し
、
男
子
個
人
組
手
優
勝
、
男
子
団

体
組
手
準
優
勝
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
昨
年
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
、
団
体
形
・
個
人
組
手
・
個
人
形
の

３
種
目
で
全
国
へ
の
切
符
を
獲
得
。
５

名
の
選
手
が
出
場
す
る
「
第
45
回
全
国

高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
」
は
、
３

月
24
日
か
ら
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
の
舞
台
で
の
更
な
る
活
躍
が

大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
令
和
７
年
度
徳
之
島
町
生
涯
学
習

推
進
大
会
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
」
が
１

月
18
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
式
典
で
の
社
会
教
育
功
労

者
や
青
少
年
育
成
町
民
会
議
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
の
ほ
か
、
特
別
講
演
で

は
、
環
境
省
徳
之
島
管
理
官
事
務
所
の

大
谷
慧
氏
が
「
学
び
続
け
よ
う
！
世
界

遺
産
！
」
と
題
し
て
登
壇
。
徳
之
島
の

豊
か
で
貴
重
な
自
然
を
紹
介
し
、
来
場

者
は
世
界
遺
産
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
で
は
、
公

民
館
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
20
講
座
の

作
品
展
示
や
舞
台
発
表
が
あ
り
、
日
頃

学
ん
だ
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

徳
高
空
手
道
部
が
全
国
大
会
へ
、
悔
し
さ
バ
ネ
に
切
符
掴
む

生
涯
学
習
推
進
大
会
＆
フ
ェ
ア
、
20
講
座
が
学
び
の
成
果
発
表

見事な演技で観客を魅了した子ども達 見事大会２連覇を果たした徳之島クラブ

１
月
25
日
、
町
文
化
会
館
で
町
教
育

委
員
会
主
催
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
マ

ヌ
エ
イ
リ
ア
ン
ズ
」
の
昼
夜
２
回
公
演

が
あ
り
ま
し
た
。
本
作
は
令
和
６
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
「
と
く
の
し
ま
劇
団
事

業
」
に
よ
る
郷
土
学
習
の
一
環
。
ダ
ン

ス
教
室
「
徳
之
島DAN

SIN
G

」
の
大
樂

大
聞
氏
が
脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
、
島

の
森
を
舞
台
に
外
来
種
問
題
や
人
と
自

然
の
共
存
を
描
き
ま
し
た
。
劇
団
員
や

バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
の
小
中
学
生
計
17
人

が
出
演
。
島
口
の
セ
リ
フ
や
一
人
何
役

も
こ
な
す
約
１
時
間
20
分
の
物
語
を

堂
々
と
演
じ
切
り
、
来
場
者
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
７
回
木
村
竹
志
杯
（
中
学
３
年

生
硬
式
野
球
交
流
大
会
in
奄
美
）」（
離

島
甲
子
園
奄
美
市
実
行
委
員
会
主
催
）

が
１
月
10
日
・
11
日
、
奄
美
市
で
あ
り

ま
し
た
。
大
会
に
は
徳
之
島
ク
ラ
ブ
や

県
外
勢
な
ど
計
５
チ
ー
ム
が
出
場
。
昨

年
夏
の
離
島
甲
子
園
出
場
メ
ン
バ
ー
で

結
成
さ
れ
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
高
校
野
球

を
見
据
え
硬
式
野
球
の
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
大
会
で
選
手
た
ち
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

昨
年
に
続
き
見
事
２
連
覇
を
達
成
。
高

校
野
球
へ
繋
が
る
素
晴
ら
し
い
大
会
と

な
り
、
選
手
た
ち
の
更
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

と
く
の
し
ま
劇
団
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
小
中
学
生
17
人
が
熱
演

中
学
３
年
生
野
球
交
流
大
会
、
徳
之
島
ク
ラ
ブ
が
２
連
覇
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武
力
攻
撃
予
測
事
態
を
想
定
し
た
住

民
の
島
外
避
難
訓
練
が
３
日
、
亀
徳
新

港
や
総
合
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
徳
之
島
３
町
か
ら
約
70
人
が
参
加

し
、
奄
美
群
島
初
と
な
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
活
用
し
た
避
難
者
登
録
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
円
滑
な
動
態
管
理
の
手
順
を
確

認
。
港
で
の
急
病
人
対
応
や
、
徳
洲
会

病
院
か
ら
自
衛
隊
ヘ
リ
へ
の
要
配
慮
者

の
搬
送
訓
練
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
訓

練
終
了
後
は
、
町
役
場
に
国
や
県
、
各

町
、
消
防
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
団

体
の
代
表
ら
が
参
加
し
て
訓
練
講
評
を

公
開
。
有
事
の
連
携
手
順
を
再
確
認
す

る
重
要
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

島
外
避
難
の
手
順
を
確
認
、
国
民
保
護
訓
練
実
施

令
和
７
年
度
４
回
目
、
今
年
度
最
後

と
な
る
『
出
産
祝
金
贈
呈
式
』
が
１
月

27
日
、
町
役
場
で
あ
り
、
申
請
の
あ
っ

た
出
生
児
22
名
を
対
象
に
祝
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
合
計
83
名
の
出

生
児
に
祝
金
を
贈
呈
。
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
第
１
子
】
36
名
（
支
給
額
10
万
円
）

【
第
２
子
】
18
名
（
支
給
額
20
万
円
）

【
第
３
子
】
18
名
（
支
給
額
35
万
円
）

【
第
４
子
】
８
名
（
支
給
額
40
万
円
）

【
第
５
子
】
３
名
（
支
給
額
45
万
円
）

※
第
６
子
以
降
は
０
名
で
し
た

出
産
祝
金
は
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

出
産
祝
金
贈
呈
式
、
令
和
７
年
度
は
83
名
へ
贈
呈

ほ
こ
ら
し
ゃ
奄
美
音
楽
祭
、
徳
之
島
で
初
開
催
し
満
員
御
礼

１
月
31
日
、
町
文
化
会
館
で
「
ほ
こ

ら
し
ゃ
奄
美
音
楽
祭
in
徳
之
島
」
が
あ

り
ま
し
た
。
本
町
で
の
開
催
は
初
。
前

売
り
券
は
完
売
し
、
約
６
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
奄
美
群
島
や
沖
縄
県
か

ら
計
９
組
約
１
６
０
人
が
出
演
。
奄
美

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
城
南
海
さ
ん

ら
の
島
唄
が
融
合
し
た
ス
テ
ー
ジ
や
、

結
シ
ア
タ
ー
手
舞
、
徳
之
島
闘
牛
太
鼓

な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
と
観
客
が
一
体

と
な
っ
て
六
調
を
踊
り
、
塩
田
県
知
事

も
「
新
た
な
文
化
の
創
造
を
感
じ
た
」

と
語
る
な
ど
、
奄
美
の
多
彩
な
魅
力
に

包
ま
れ
た
熱
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
７
回
母
間
さ
く
ら
祭
り
」
が
２

月
８
日
、
母
間
地
区
の
さ
く
ら
並
木

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
的
な
寒
波
で
冷
え
込
み

ま
し
た
が
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

島
唄
や
子
ど
も
た
ち
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

琉
球
舞
踊
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な

ど
を
披
露
。
寒
さ
を
も
の
と
も
し
な

い
力
強
い
演
舞
に
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
同
所
は
故
・

児
島
静
男
さ
ん
が
約
20
年
を
か
け
ヒ

カ
ン
ザ
ク
ラ
約
２
０
０
本
を
植
樹
し

た
名
所
で
、
訪
れ
た
人
は
一
足
早
い

春
の
訪
れ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

母
間
さ
く
ら
祭
り
、
寒
波
吹
き
飛
ば
す
熱
演
と
笑
顔

最後は会場一体となり六調を踊ってフィナーレ今年のステージは子ども達が大活躍

陸上自衛隊ヘリでの患者の搬送訓練 今年度最後の出産祝金贈呈式へ出席した皆さん
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『特選』2年連続2年連続 受賞！
「令和７年度鹿児島県広報コンクール」

の 写 真〈 一 枚 写 真 〉 部 門 で、 左 記 の 広
報 徳 之 島 2025 年 12 月 号 の 表 紙「WSL 
TOKUNOSHIMA TOWN PRO 2025」 が、
１等にあたる「特選」に選ばれました。

本町の特選受賞は昨年に続くもので、奄
美群島内では 20 年ぶ
りの受賞となった昨
年に続き、鹿児島県
の記録で確認できる
平成 10 年（1998 年）
以降では、同部門に
おける奄美群島内で
の連続受賞は今回が
初めてとなります。 令和６年度の受賞作品

鹿児島県広報コンクール 広報写真部門
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 3 月号

軽自動車、バイク、トラクター等を所有されている方へ

軽自動車税と名義変更・廃車などの手続きについて

軽自動車税は、４月１日時点で対象の車両を所有している方に課税されます。まだ名義変更や廃車

などの手続きがお済みでない方は、必ず手続きをお願いいたします。（※令和８年度の軽自動車税は、

令和８年４月１日を過ぎた場合、原則として課税の取り消しができません。十分ご注意ください。）

税務課　☎ 0997-82-1117問

※「４月１日以前に廃車やスクラップ（解体）に出したが税金がかかっている」と
いうお問い合わせが多くあります。代理店を通じて手続きをした場合は廃車申告書
等が送られてきますが、ご自身ですべての手続き等をされた方は税止めの手続きが
必要です。名義変更、廃車等を行った書類（軽自動車検査返納証明書、検査事項等
証明書）を、税務課へ郵送または窓口へ直接持参し、必ず手続きを行ってください。

【役場税務課・花徳支所で手続き可能な車両】

ホイルローダー、フォークリフト（○特ナンバー）トラクター125cc 以下のバイク、ミニカー

【役場税務課・花徳支所で手続きができない車両】
（自動車販売店、自動車整備振興会等で手続きを行ってください。）

軽自動車（軽貨物車、軽乗用車）125cc を超える排気量のバイク

令和８年５月１日（金）までにご連絡ください

令和８年度徳之島町合同金婚式の対象者調べについて
介護福祉課　☎ 0997-82-1115

昭和 51 年にご結婚されたご夫婦を対象に、令和８年度合同金婚式の開催

を予定しています。対象になっている方は、合同金婚式への参加の有無に関

わらず、令和８年５月１日（金）までに、介護福祉課かお住まいの地区の区長、

または地区高齢者クラブ会長へご連絡ください。

　●金婚式対象者＝昭和51年に結婚したご夫婦

　●開催予定期日＝令和８年５月下旬頃（※詳細は４月号に掲載予定です）

問



– 8 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 3 月号

見本見本

以下の日程で粗大ごみを収集します。粗大

ごみ処理シールを貼りお名前をご記入の上、

朝８時 30 分までにごみ収集所へ出してくだ

さい。シールは３月３日より住民生活課・花

徳支所で販売予定です。

リサイクル品をごみ出ししないようお願いします

令和８年３月の粗大ごみ収集・家電リサイクルについて
住民生活課　☎ 0997-82-1114問

※（小）は 1 人で持ち運びできるもの、（大）は 1 人で
持ち運びできないものに貼ります。

【粗大ごみ処理シール】

見本見本

３月 13 日（金） 亀徳・徳和瀬・諸田・神之嶺

３月 18 日（水） 南区・中区・北区

３月 21 日（土） 東区・白井・大原・尾母・南原

３月 25 日（水）
轟木・畦・山・金見・手々

井之川・旭ヶ丘・下久志・母間・花徳

※粗大ごみにシールの貼付・氏名の記入がない場合は収集しません。ご注意ください。
※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル対象製品のため、
　ごみの収集は行いません。家電販売店に直接お問い合わせください。
※徳之島愛ランドクリーンセンターで処理できないごみもあります。手引書を確認するか、町
　住民生活課や花徳支所（☎ 84-0048）、または愛ランドクリーンセンター（☎ 81-7180）へ
　お問い合わせください。（例）トタン、タイヤ、ベッドやソファーのスプリング等は回収しません。

《各集落の粗大ごみ収集日》

見本見本

徳之島 3 町では、一般財団法人家電製品協会が実施する離島対策事業により、家電製品をリサ
イクルする際にかかる収集運搬料金のうち、海上輸送費用の一部が助成されています。

家電の種類 助成額

エアコン 1,100 円

テレビ 880 円

冷蔵庫・冷凍庫 2,150 円

洗濯機・乾燥機 1,320 円

※この助成は、海上輸送費に対する助成です。収集料金
とリサイクル料金は別になります。また、収集料金に
ついては各販売店で異なりますのでご注意ください。

※上記に記載した家電 4 品目は、法律でリサイクルが義務付けられています。買い替えや
転居等で不要になった家電は、必ず最寄りの家電販売店で引き取り手続きを行ってくださ
い。インターネット等で購入した義務外品（引き取りを依頼する店で購入したものではな
いもの）も販売店で引き取ります。不燃ごみとして出した場合、町では回収しませんので
ご注意ください。

【家電リサイクル海上輸送費助成事業について】
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 3 月号

町総務課までお問い合わせください

「ゆうな住宅」の入居者を募集します
総務課財産管理係 　☎ 0997-82-1111問

町では、ゆうな住宅（亀津カトリック幼稚園隣）の

入居者を募集しています。募集数は 2戸です。入居

をご希望の方は総務課までお問い合わせください。

●所在地＝徳之島町亀津３０９２- ６

　　　　　（亀津カトリック幼稚園隣）

●家賃＝ 60,000 円

●敷金＝家賃の３ヶ月分

●間取り＝３ＬＤＫ

●入居者の条件

　・教職員又は町内に住所を有する者及び町内に住所

　　を移そうとする者

　・家賃が滞りなく納付できる見込みの者

　・連帯保証人２人のうち、１人は入居者と同等以上

　　の収入のあるもので、かつ町内に住所を有する者

　・地方税等の各種税金、使用料等の滞納のないもの

●選考方法＝定数になり次第締切り

　　　　　　（※同時の場合は抽選を行います。）

※随時募集中のため、掲載時に満室となっている場合

があります。総務課財産管理係までお問い合わせく

ださい。

丹
向
川

Ａコープ

カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園

県
・
合
同
庁
舎

ゆうな住宅（旧法務局第二職員宿舎）

農林水産課 林務水産係　☎ 0997-82-1150

助成締切日は令和８年３月 18 日（水）です

水産業等緊急対策支援事業について
問

〇急激な原油価格・物価高騰により影響を受けている漁業者、ダイビング事業者に対して、
負担の軽減と経営安定を目的に「水産業等緊急対策支援事業」を実施しています。

〇対象者は、徳之島町に在住する、とくのしま漁業協同組合の組合員か准組合員です。
〇助成締切日の令和８年３月 18 日（水）までにとくのしま漁業協同組合

にて支払い（締め処理）が完了している燃料に対して助
　成いたします。
〇期日後の令和８年３月 19 日（木）以降は受け付けで

きませんのでご注意ください。
〇ご不明な点は農林水産課までお問い合わせください。
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広報 徳之島 2026 年 3 月号

　　　　　　　

徳之島町の下水道事業は平成 22 年 3 月の供用開始以来、下水道使用料を約 16 年間据え置いてい
ましたが、施設の老朽化や物価上昇に伴う運営コストの増加など様々な課題への対応に必要な財源
を確保するため、令和 8 年 5 月分から下水道使用料を改定することになりました。町民の皆様のご
理解とご協力をお願いいたします。

令和８年５月検針分より令和８年５月検針分より

【主な料金見直しの理由】
①下水道施設の老朽化に伴う更新費用の増加
②現行使用料では赤字が続く見込み
③今後、人口減少により使用料収入が減少

（例）1 ヶ月 35㎥の場合
①基本料金 550 円

②従量料金
　  88 円× 10㎥＝ 880 円
　110 円× 10㎥＝ 1,100 円
　121 円× 10㎥＝ 1,210 円
　132 円× 5㎥＝ 660 円
　　880 円 +1,100 円 +1,210 円 +660 円＝ 3,850 円  

〔① 550 円  + ② 3,850 円〕 × 1.1 = 4,840 円 

【料金の計算の方法】

下水道料金＝〔基本料金 + 従量料金〕× 1.1（消費税率）

従量料金 ( 税抜き）

水量 改定前 改定後

～ 10㎥ 80 円 88 円

11㎥～ 20㎥ 100 円 110 円

21㎥～ 30㎥ 110 円 121 円

31㎥～ 40㎥ 120 円 132 円

建設課　☎ 0997-82-1155問

基本料金（税抜き）

改定前 改定後

500 円 550 円

下水道料金が変わります下水道料金が変わります

海
上
保
安
官
募
集
案
内

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）（
２
０
２
６
年
10
月
採
用
）】

●
受
付
期
間
＝
３
月
２
日
（
月
）

～
３
月
23
日
（
月
）

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
５
月
10
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
６
月
３
日
（
水
）

～
６
月
24
日
（
水
）

・
最
終
合
格
発
表
：
７
月
24
日
（
金
）

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試

験
（
２
０
２
７
年
４
月
採
用
）】

●
受
付
期
間
＝
２
月
19
日
（
木
）

～
３
月
23
日
（
月
）

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
５
月
24
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
７
月
７
日
（
火
）

～
７
月
14
日
（
火
）

・
最
終
合
格
発
表
：
８
月
12
日
（
水
）

◎
お
問
い
合
わ
せ=

第
十
管
区
海

上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

☎
０
９
９
―
２
５
０
―
９
８
０
０

海
上

保
安
庁

採
用
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～令和８年より運用を開始しています～～令和８年より運用を開始しています～

林野火災注意報・林野火災警報林野火災注意報・林野火災警報
〇発令された場合は、防災行政無線、消防車両による呼

びかけ（※林野火災警報時のみ）等でお知らせします。
〇発令中は屋外で裸火を使う行為が制限されます。
〇林野火災防止のため、火の取り扱いには一年を通じて

十分注意してください。

「林野火災警報」発令時には以下の火の使用の制限に従ってください。

●山林、原野等において火入れ又は喫煙をしないこと。
●屋外において花火を行わないこと。
●屋外において火遊び又はたき火（火を使用する設備、

器具を用いないで又は設備、器具を用いる場合でも本
来の使用方法によらず火を使用する）をしないこと。

●屋外においては、引火性（ガソリン等）又は爆発しや
すい物その他の可燃物の付近で喫煙をしないこと。

●残火（たばこの吸い殻を含む）、取灰または火粉を始末すること。

※「林野火災注意報」が発令された場合には、「火の使用の制限」に努めてください。

林野火災警報発令時の「火の使用の制限」に違反した者は 30 万円以下の罰
金又は拘留に処されることがあります。（消防法第 44 条第 18 号）
※林野火災注意報発令時の「火の使用の制限」は、罰則を伴わない努力義務を

課すものです。

【火の使用の制限に従わなかった場合の罰則】

林野火災注意報林野火災注意報 林野火災警報林野火災警報

発令指標

・前３日間の合計降水量が１㎜以下かつ前 30 日間の合
計降水量が 30㎜以下。

・前３日間の降水量が１㎜以下かつ乾燥注意報が発表。
※当日に降水が見込まれる場合は、発令しないことも

あります

・林野火災注意報の発令指
標に加え、強風注意報が
発表されている場合。

徳之島地区消防組合本署予防係　☎ 0997-83-3160問



– 12 –広報 徳之島 2026 年 3 月号

宗山塁選手による野球教室、プロの技と情熱に触れる特別な一日に
教
育
委
員
会
だ
よ
り

社
会
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

２
９
０
４

学
校
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

１
３
０
８

問問

手々小中学校われんきゃガイド、児童生徒が陸上選手を案内

２
月
３
日
、
手
々
小
中
学
校
で
「
わ

れ
ん
き
ゃ
ガ
イ
ド
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
取
組
は
平
成
28
年
度
か
ら
続
く

学
習
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
ガ

イ
ド
と
な
り
、
手
々
集
落
の
史
跡
や
自

然
、
伝
統
・
歴
史
な
ど
地
域
の
魅
力
を

来
島
者
に
案
内
す
る
も
の
で
す
。
今
回

は
、
合
宿
で
来
島
し
て
い
た
Ｔ
О
Ｔ
О

陸
上
競
技
部
の
皆
さ
ん
と
鈴
木
健
吾
選

手
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
調
べ
た
内
容
を
も
と
に
、
ク
イ
ズ
を

交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

堂
々
と
し
た
案
内
で
手
々
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
は

役
割
を
や
り
遂
げ
る
力
や
計
画
性
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
学
ぶ

と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
へ

の
理
解
と
誇

り
を
深
め
て

い
ま
す
。

徳之島町社会教育功労者表彰で６名の功労者を表彰
「令和７年度徳之島町生涯学習推進大会・生涯学習フェア」において、６名の社会教育功労者を表彰いたしま

した。深く感謝と敬意を表するとともに、今後ますますのご活躍を心より祈念いたします。

１
月
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
の
宗
山
塁
選
手
が
徳

之
島
町
で
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
宗
山
選

手
は
２
０
２
４
年
ド
ラ
フ
ト
１

位
で
入
団
し
、
新
人
な
が
ら
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
（
遊
撃
手
）
を
受

賞
。
プ
ロ
野
球
界
で
大
き
く
期

待
さ
れ
る
選
手
で
す
。
本
町
で

の
実
施
は
、
長
年
春
季
キ
ャ
ン

プ
で
来
島
し
て
い
る
上
武
大
学

硬
式
野
球
部
と
の
ご
縁
が
き
っ

か
け
と
な
り
実
現
し
ま
し
た
。 

期
間
中
に
は
宗
山
選
手
に
よ
る
野

球
教
室
が
開
か
れ
、
町
内
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
や
中
学
校
野
球
部
の

児
童
生
徒
が
参
加
。
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
を

通
し
て
直
接
指
導
を
受
け
、
子
ど

も
た
ち
は
プ
ロ
の
一
流
の
動
き
を

間
近
で
体
感
し
ま
し
た
。
練
習
後

に
は
記
念
撮
影
や
サ
イ
ン
入
り

カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
夢
に
向

か
う
姿
勢
や
努
力
の
大
切
さ
を
学

ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

被表彰者名 推薦団体 主な功績

政木 達也 徳之島町図書館協議会 永年にわたり、図書館運営協議委員として図書館
の運営に協力し、社会教育の発展に大きく貢献

満田 秀博 徳之島町自治公民館連絡協議会 永年にわたり、自治公民館長を務め、自治会活動
を推進し、社会教育の発展に大きく貢献

蔵本 正史 徳之島町文化協会 永年にわたり、徳之島混声合唱団の団長として活
動し、文化振興の発展に大きく貢献。

内藤 智美 徳之島町文化協会 永年にわたり、公民館講座講師や学校の非常勤講
師を務め、教育・文化振興に大きく貢献

岡山 千恵美 徳之島町社会教育委員 永年にわたり、集落内の交通安全見守り活動やボ
ランティア活動などその功績が顕著であるため。

名城 慎吾 徳之島町社会教育委員 永年にわたり、学校教育・社会教育行政に関わり、
教育行政の発展に大きく貢献。
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現
在
、
郷
土
資
料
館
で
は
こ
れ
ら
の

現
在
、
郷
土
資
料
館
で
は
こ
れ
ら
の

貴
重
な
資
料
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、

貴
重
な
資
料
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、

一
点
一
点
慎
重
に
ス
キ
ャ
ン
ニ
ン
グ
を

一
点
一
点
慎
重
に
ス
キ
ャ
ン
ニ
ン
グ
を

行
い
、
長
ら
く
眠
っ
て
い
た
墨
跡
を
デ

行
い
、
長
ら
く
眠
っ
て
い
た
墨
跡
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
鮮
明
に
し
、
デ
ジ
タ
ル

ジ
タ
ル
技
術
で
鮮
明
に
し
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
す
る
た
め
の
準
備

ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
焼
失
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
焼
失
な
ど

に
よ
り
傷
み
の
激
し
か
っ
た
「
堀
田
家

に
よ
り
傷
み
の
激
し
か
っ
た
「
堀
田
家

文
書
」
は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
修

文
書
」
は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
修

復
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

復
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

古
文
書
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
か

古
文
書
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
か

す
れ
や
崩
し
字
、
独
特
の
筆
致
に
よ
り

す
れ
や
崩
し
字
、
独
特
の
筆
致
に
よ
り

一
筋
縄
で
い
か
な
い
根
気
の
要
る
作
業

一
筋
縄
で
い
か
な
い
根
気
の
要
る
作
業

が
必
要
で
す
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
文
書

が
必
要
で
す
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
文
書

が
解
読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

が
解
読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
徳
之
島
の
近

ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
徳
之
島
の
近

世
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
先
人
た
ち
が
ど

世
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
先
人
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
自
然
や
社
会
と
向
き
合
っ
て

の
よ
う
に
自
然
や
社
会
と
向
き
合
っ
て

生
き
て
き
た
の
か
が
、
鮮
や
か
に
浮
か

生
き
て
き
た
の
か
が
、
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
「
紙
上
の
タ

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
「
紙
上
の
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
が
一
つ
ず
つ
丁
寧

イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
が
一
つ
ず
つ
丁
寧

に
ひ
も
解
か
れ
、
徳
之
島
の
真
実
の
歴

に
ひ
も
解
か
れ
、
徳
之
島
の
真
実
の
歴

史
が
未
来
へ
と
正
し
く
手
渡
さ
れ
る
よ

史
が
未
来
へ
と
正
し
く
手
渡
さ
れ
る
よ

う
、
同
僚
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
期

う
、
同
僚
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
期

待
し
て
、
還
暦
を
節
目
に
島
の
む
ん
語

待
し
て
、
還
暦
を
節
目
に
島
の
む
ん
語

り
の
筆
を
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
の
筆
を
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
郷
土
資
料
館
長

（
郷
土
資
料
館
長  

遠
藤
遠
藤    

智
）
智
）

〈
今
年
は
丙
午
〉

〈
今
年
は
丙
午
〉

令
和
８
年
の
幕
が
開
け
て
２
カ
月
が

令
和
８
年
の
幕
が
開
け
て
２
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
今
年
は

経
ち
ま
し
た
。
今
年
は
6060
年
に
一
度

年
に
一
度

巡
っ
て
く
る
「
丙
午
」
の
年
で
す
。
実

巡
っ
て
く
る
「
丙
午
」
の
年
で
す
。
実

は
私
自
身
も
昭
和

は
私
自
身
も
昭
和
4141
年
生
ま
れ
の
丙
午

年
生
ま
れ
の
丙
午

で
あ
り
、
今
年
つ
い
に
還
暦
を
迎
え
ま

で
あ
り
、
今
年
つ
い
に
還
暦
を
迎
え
ま

す
。
し
か
し
３
月
生
ま
れ
の
「
早
生
ま

す
。
し
か
し
３
月
生
ま
れ
の
「
早
生
ま

れ
」
だ
っ
た
た
め
、
同
級
生
の
多
く
は

れ
」
だ
っ
た
た
め
、
同
級
生
の
多
く
は

一
つ
上
の
学
年
。
丙
午
特
有
の
「
同
級

一
つ
上
の
学
年
。
丙
午
特
有
の
「
同
級

生
が
少
な
く
て
受
験
に
有
利
」
と
い
っ

生
が
少
な
く
て
受
験
に
有
利
」
と
い
っ

た
恩
恵
も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
ま

た
恩
恵
も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
ま

ま
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
よ
う
な
気

ま
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

が
し
ま
す
。

前
回
の
丙
午
で
あ
る
昭
和

前
回
の
丙
午
で
あ
る
昭
和
4141
年
は
出

年
は
出

生
数
が
約
１
３
６
万
人
で
、
前
年
の
約

生
数
が
約
１
３
６
万
人
で
、
前
年
の
約

１
８
２
万
人
か
ら

１
８
２
万
人
か
ら
2525
％
以
上
に
あ
た
る

％
以
上
に
あ
た
る

4646
万
人
も
減
少
し
た
年
と
し
て
知
ら
れ

万
人
も
減
少
し
た
年
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
約
１
９
３
万
人

て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
約
１
９
３
万
人

ま
で
回
復
し
て
お
り
、「
こ
の
年
に
生

ま
で
回
復
し
て
お
り
、「
こ
の
年
に
生

ま
れ
た
女
性
は
気
性
が
激
し
い
」
と
い

ま
れ
た
女
性
は
気
性
が
激
し
い
」
と
い

う
江
戸
時
代
か
ら
の
迷
信
が
、
科
学
的

う
江
戸
時
代
か
ら
の
迷
信
が
、
科
学
的

根
拠
を
欠
い
た
ま
ま
昭
和
の
社
会
に
ま

根
拠
を
欠
い
た
ま
ま
昭
和
の
社
会
に
ま

で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
は

で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
は

驚
き
ま
す
。

驚
き
ま
す
。

〈
貴
重
な
文
献
資
料
を
後
世
へ
〉

〈
貴
重
な
文
献
資
料
を
後
世
へ
〉

翻
っ
て
私
た
ち
の
島
を
見
つ
め
て
み

翻
っ
て
私
た
ち
の
島
を
見
つ
め
て
み

る
と
、
島
内
に
も
数
多
く
の
伝
承
や
言

る
と
、
島
内
に
も
数
多
く
の
伝
承
や
言

い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
口
伝
で
あ
り
、
客
観
的
な

そ
の
多
く
は
口
伝
で
あ
り
、
客
観
的
な

裏
付
け
と
な
る
資
料
が
乏
し
い
の
が
現

裏
付
け
と
な
る
資
料
が
乏
し
い
の
が
現

状
で
す
。
根
拠
の
な
い
迷
信
が
社
会
を

状
で
す
。
根
拠
の
な
い
迷
信
が
社
会
を

動
か
す
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
真
実
の

動
か
す
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
真
実
の

歴
史
が
霧
の
中
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と

歴
史
が
霧
の
中
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
町
が
保
管
す
る

そ
う
し
た
中
で
、
本
町
が
保
管
す
る

「
深
見
家
文
書
」
や
「
堀
田
家
文
書
」

「
深
見
家
文
書
」
や
「
堀
田
家
文
書
」

な
ど
の
ノ
ロ
に
関
す
る
資
料
や
複
数

な
ど
の
ノ
ロ
に
関
す
る
資
料
や
複
数

の
「
上
国
日
記
」
と
い
っ
た
古
文
書
は
、

の
「
上
国
日
記
」
と
い
っ
た
古
文
書
は
、

当
時
の
島
の
姿
を
物
語
る
極
め
て
貴
重

当
時
の
島
の
姿
を
物
語
る
極
め
て
貴
重

な
証
言
者
と
な
り
ま
す
。

な
証
言
者
と
な
り
ま
す
。

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

丙ひ
の
え
う
ま
午
に
想
う
〜
古
文
書
と
い
う

　
　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
く
〜

修復作業中の堀田家文書の一部

【徳之島町税、分担金、使用料等の収納率向上特別対策本部】【徳之島町税、分担金、使用料等の収納率向上特別対策本部】

【大切なお知らせ】滞納処分を強化しています。【大切なお知らせ】滞納処分を強化しています。

総務課・会計課・税務課・介護福祉課・健康増進課・建設課・耕地課・農林水産課・水道課・学校教育課

町政を計画通り円滑に進めるためには、その財源となる町税等を期限内に自主的に納付していた
だく必要があります。貴重な財源である町税等を有効に使うため、期限内の自主納付にご協力を
お願いします。町では、税負担の公平性確保の観点から、預貯金や生命保険の差押、自宅などを
捜索し換価価値のある動産の差押を強化しています。事情により納付が困難な場合は、そのまま
放置するのではなく、早期段階で今後の納付計画について納付相談を行いますようお願いします。
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『だれかさんのぶん』

香山 美子／作、ひろかわ さえこ
／絵〔絵本〕

家族のためにパンを焼く、ぶたの
おかあさん。少し余った生地で、
ちいさな “ だれかさんのぶん ” の
パンもつくりました。みんなで
おいしいパンを食べたあと、“ だ

れかさんのぶん ”を持って、森へ出かけて…。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『あたしがわたしじゃなくなれば』

汐見 夏衛／著〔小説〕

自由を渇望する少女と、愛情に飢
えていた少女。互いを羨むふたり
がある日突然、入れ替わった。ずっ
と欲しかったものを手に入れたふ
たりだが、その生活は自分が想像
していたものとは違っていて…？

『君と 29.5 日の月夜を何度でも』

清水 晴木／著〔小説〕

29.5 日。月が満ち、徐々に欠けて
行き、もう一度満月になるまでの
時間。大学生の海が出会った不思
議な少女・美月は、月の満ち欠け
とともに生まれ変わりをしてしま
う。海は、どんな姿の彼女でも愛
すると誓うが…。

『「沈黙」は最強の戦略である』

ダン・ライオンズ／著、月沢 李歌
子・訳〔一般書〕

しゃべりすぎで失敗を繰り返して
きた著者は、現代社会において、「沈
黙」を守る術を知っている者こそ
が真の勝者であると気付く。職場、
家庭、恋愛関係などの様々な場面
で、黙るという行為で得られる多
くの成果を紹介する。

の図書館展示

・ ひなまつり　

・ 防災
徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

３月

『ようようしょうてんがい』

環 ROY ／ぶん、古郡 加奈子／え〔絵
本〕

きたきた、ようようしょうてんが
い。よってらっしゃい、みてらっ
しゃい。わいわいにぎわい、きょ
うはどよう。レッツゴー、かいもの、
いってみよう…。ラッパー環 ROY
の「ことば遊び」の絵本。リズム
に乗って読んでみよう。

《３月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 18日（水）
　【花徳支所】 ５日（木）、10日（火）

お知らせ

○おはなしの時間

　0歳～　　3/1　（日）午後 2時 30分～

　3歳～　　3/14、3/28　（土）午後 2時 30分～
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町立保育所・幼稚園の年長さん、むし歯ゼロ達成！

　町立保育所・幼稚園での歯科健診で、42 名の年長さんたちがむし歯０( ゼロ ) を達成しま
した。これからも「8020（※ 80 歳で 20 本以上の歯を保つ）」を目指してがんばってください！

母間保育所母間保育所

徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

は、 自殺対策
強化月間です。３月

亀 津 幼 稚 園 ま つ 組亀 津 幼 稚 園 ま つ 組 亀 徳 幼 稚 園亀 徳 幼 稚 園

亀 津 幼 稚 園 う め 組亀 津 幼 稚 園 う め 組
井之川へき地井之川へき地

保育所保育所 母間保育所母間保育所

笑顔もピカピカ、 歯もピカピカ、 ４月からはピカピカの一年生！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
３
月
16
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
３
月
19
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
風
邪
症
状

が
あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方

は
来
所
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

○
家
族
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　
（
マ
マ
だ
け
の
参
加
も
OK
で
す
）

○
沐
浴
体
験

○
産
後
の
過
ご
し
方

　
（
※
希
望
に
応
じ
て
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も

　　  

で
き
ま
す
）
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◇
1
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
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徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,195 人

 男 4,523 人

 女 4,672 人

世帯数 4,444 戸

　

（-４）

（-４）

（±0）

（+１）

（括弧内は先月との比較）

令和８年２月１日現在

※令和 2年国勢調査に基づく推計
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令和８年度公民館講座受講生募集！令和８年度公民館講座受講生募集！
徳之島町生涯学習センターでは、令和８年度公民館講座

の受講生募集を令和８年４月 1 日から開始します。開講予
定講座や受講申込み等詳細は、３月下旬に全戸配布予定の
折り込みチラシ「生涯学習センターだより 南ぬ風」をご覧
ください。 ※３月下旬に配布予定です

●申込期間＝令和８年４月１日（水）～令和８年４月 15 日（水）
●講座期間＝令和８年５月～令和８年 12 月（１講座は年 10 回～ 15 回程度です）

生涯学習センター ☎ 0997-82-1309問

わっきゃまちの

保健センター ☎ 0997-83-3121問きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

藤井 スミ さん
手々（101 歳）

100 歳を超えてもはつらつと体を動かす元気な
スミさん。日によって、1日２回の散歩か室内
で運動し、ピンと背筋を伸ばし軽やかに歩きま
す。お友達の小倉フジヱさん（こちらも何と 98
歳！）をはじめ、お客さんと楽しくおしゃべりすることも大
好きです。「人間は十人十色。人の悪口を言わず、いい所を
見つけてお付き合いする」「人に何を言われてもくよくよせ
ず、ほがらかに毎日過ごす」「周りの人への感謝を忘れない」
など、大切な話をたくさんしてくれたスミさん。これからも
明るい笑顔と温かな心で、健やかな毎日をお過ごしください。


